
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題 維持すべき路線の考え方と維持方策の枠組み 

起草委員会 
・一次答申（案）の草稿作成 

 
○審議の進め方 
○公共交通機関の現状と課題 

 
○バスサービスの役割と課題 
○バスサービスについて 

 
○バスネットワークの維持について 

 
○一次答申（案）の決定 

第１回審議会 （H16.8.27） 

第２回審議会 （H16.11.15） 

第３回審議会 （H17.3.30） 

第４回審議会 （H17.5月） 

一次答申（H17.5月） 

参 考 

平成１７年度札幌市総合交通対策調査審議会 第４回 

課題 地域特性に応じたバスネットワークのあり方 

②バスネットワークの体系化と 
路線形態ごとの施策の方向性 

・地域のケーススタディ 

＜観点＞ 
・土地利用状況 
・開発時期、交通基盤整備時期 
・住民特性 など 

①市民の生活スタイルや地域特性に応じた 
バスの路線形態のあり方 

【地域特性の分類】 

【地域特性に応じた路線形態の検討】 
・駅短絡型（短絡先）、都心直行型、横方
向などの路線形態 

【地域特性に応じた路線形態の考え方】 

【バスネットワークの体系化】 

【路線形態ごとの施策の方向性】 

③バスネットワーク維持のあり方 

【バスネットワーク維持の枠組み検討】 

報告 

都市交通マスタープラン策定 バスネットワークマスタープラン策定 

道央都市圏パーソントリップ調査（H18実査、H19解析） 

【バスネットワーク維持の枠組みまとめ】 

H20年度以降 

札 幌 市 

答申に基づき委員

会を設置 

（H17.5） 

本市対応策の決定 
（H17.10） 

仮称） 
評価委員会※1 

・補助認定基準
の作成 

・代替手段によ
る確保方策
の検討 

・予算編成 
・関係者説明 
・議会報告 

報告 

平
成
１
６
年
度 

審
議
事
項 

これまでの審議内容と今後の流れ（案） 

専門部会①（H16.9.27） 
専門部会②（H16.10.28） 

専門部会③（H16.12.16） 
・行政の役割の整理と審議事項 ・維持すべきバス路線の確保方策 
専門部会④（H17.2.3） 
・赤字バス路線の現状把握   ・維持すべき路線の認定基準の考え方 
専門部会⑤（H17.3.2） 
・補助基準・代替方策の考え方 ・路線維持方策の枠組み 

平
成
１
７
年
度 

審
議
事
項 

意見 

バ
ス
事
業
連
絡
協
議
会 

情報交換 

施策への 
要望 

事業への 
要望 

対応策の見直し 

最終答申（H18.3月下旬） 対応策の実施 
（H18.4） 

※2 

※1：学識経験者、会計専門家等で構成 
※2：札幌市、バス事業関係者（札幌市交通局、

市内バス事業者）で構成 


